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省
か
ら
、途
上
国
の
資
金
、対
応
力
、文
化
な

ど
に
適
し
た
、先
端
技
術
と
土
着
技
術
の
中

間
的
な
も
の
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
こ
の

｢

中
間
技
術｣

で
あ
る
。
後
に
工
業
国
で
も
、

「
適
正
技
術（appropriate

　technology

）」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
。
巨
大
先
端
的

な
技
術
が
も
た
ら
す
様
々
な
社
会
問
題
や

地
球
環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、中
間

技
術
の
発
展
形
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。そ
の
特
徴
は
、“
市
民
の
管
理
が
可

能
で
、生
態
学
的
に
健
全
で
あ
り
、資
本
節

約
的
で
、地
域
資
源
活
用
型
で
あ
る
”と
い

う
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
そ
の
後
、「
代
替
技

術(alternative

　technology)

」
と
い
う

提
案
が
な
さ
れ
た
。こ
れ
は“
技
術
は
そ
れ

を
受
容
す
る
社
会
の
体
制
と
不
可
分
で
あ

る
”と
の
認
識
に
立
ち
、“
地
域
の
自
給
的

生
活
、共
同
体
的
な
社
会
経
済
構
造
”な
ど

の
特
徴
を
持
つ
。こ
こ
で
の
自
然
共
生
的
な

持
続
可
能
な
社
会
の
技
術
は
、こ
の
代
替
技

術
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
が
中
心
と

な
る
だ
ろ
う
。



省
か
ら
、途
上
国
の
資
金
、対
応
力
、文
化
な

ど
に
適
し
た
、先
端
技
術
と
土
着
技
術
の
中

間
的
な
も
の
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
こ
の

｢

中
間
技
術｣

で
あ
る
。
後
に
工
業
国
で
も
、

「
適
正
技
術（appropriate

　technology

）」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
た
。
巨
大
先
端
的

な
技
術
が
も
た
ら
す
様
々
な
社
会
問
題
や

地
球
環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、中
間

技
術
の
発
展
形
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。そ
の
特
徴
は
、“
市
民
の
管
理
が
可

能
で
、生
態
学
的
に
健
全
で
あ
り
、資
本
節

約
的
で
、地
域
資
源
活
用
型
で
あ
る
”と
い

う
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
そ
の
後
、「
代
替
技

術(alternative

　technology)

」
と
い
う

提
案
が
な
さ
れ
た
。こ
れ
は“
技
術
は
そ
れ

を
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と
不
可
分
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の
認
識
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立
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地
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の
自
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生
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同
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的
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社
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い
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ら
れ
ま
す
。
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